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東
京
都
中
央
区
の
日
本
橋
兜
町
で

ホ
テ
ル
の
新
築
工
事
を
担
当
し
ま
し

た

現
場
は
永
代
通
り
に
面
す
る
敷

地
の
一
角
で

周
辺
は
オ
フ

ス
ビ

ル
や
小
学
校
な
ど
が
集
ま
る
場
所
で

す

特
に
日
中
は
多
く
の
人
が
行
き

交
い
ま
す
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で

第
三
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災
害
防
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を
徹
底
し
ま
し
た


　
搬
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
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事
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両
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敷
地
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平
成
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り
を
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折
し
て
現
場
に
出
入
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す
る
計
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と
し
ま
し
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
付
近
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小
学
校
に
配
慮
し

工
事
車
両
と
登

下
校
時
の
児
童
が
交
差
し
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た

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下
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で
Ｓ
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Ｗ
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地

中
連
続
壁
︶
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法
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
そ
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今
回
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と
し
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は
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に
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部
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造
を
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み
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わ
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た
木

造
ハ
イ
ブ
リ

ド
構
造
で
す

１
階

か
ら
３
階
ま
で
は
Ｓ
造
で

３
階
以

上
の
柱
・
梁
の
一
部
を
木
造
化
し
て

い
ま
す

基
本
構
造
は
Ｓ
造
で
あ
り

な
が
ら
建
物
外
周
部
の
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と
梁
を
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と
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と
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を
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型
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製
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デ
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キ
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
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で

配
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作
業
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作
業
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加
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
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で
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ぬ
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る
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

　
私
自
身

木
造
ハ
イ
ブ
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
ド
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の
施
工
は
初
め
て
の
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戦
で
し

た

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初
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ジ
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
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管
理
と
異
な
る
部
分
も
あ
り

戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
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が

現
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一

丸
で
無
事
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が
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た

本
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携
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
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■建　物　名　称：キャプション by Hyatt 兜町　東京
■工　事　場　所：東京都中央区日本橋兜町番１号
■発　注　者：平和不動産株式会社
■設計・監理：株式会社三菱地所設計　
■施　　　工：株式会社大林組
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地下１階地上階
■構　　　造：地上：Ｓ造一部Ｗ造、地下：ＲＣ造
■主　要　用　途：ホテル
■工　　　期：年４月日～年６月日

写真・パース提供：平和不動産

開業キャプション by Hyatt 兜町　東京

　このたび「キャプション by Hyatt 兜町　東京」の開
業を迎えるにあたり、関係者ならびに地域の皆さまに心
より御礼申し上げます。
　当社は年に創業し、ここ日本橋兜町・茅場町を拠
点に街づくりを進めてまいりました。現在は「日本橋兜
町・茅場町街づくりビジョン」に基づき、多彩な個性
が行き交うミクストユースの街の実現を目指しており、
本ホテルはその重要な役割を担っております。

　開業にあたり重視したのは三点です。
　第一に、地域に開かれたホテルであること。１階にレ
ストラン・カフェ・バー・レセプションを一体化した
「トークショップ」を配置し、人と街をつなぐ開かれた
場を設け、地域のにぎわいと回遊性を高めます。
　第二に、この地に根差したデザインであること。兜町の
金融街としての歴史や文化に加え、年代ニューヨー
クウォール街から着想を得たインテリアやアートを随所
に配し、街との一体感を表現しました。
　第三に、サステナブルな街づくりを体現するホテルで
あること。木造ハイブリッド構造を採用し、環境配慮と
意匠性を両立させました。開業後も運営者であるハイア
ット社とともに、環境や社会に配慮した取り組みにより、
サステナブルな社会の実現に貢献してまいります。
　このホテルが地域の日常に寄り添い、宿泊者には〝東
京を体感する窓口〟、地域の皆さまには〝気軽に立ち寄
れる居場所〟として、新たな価値を生み続けることを願
っています。
　そして、日本橋兜町・茅場町エリアにさらなる賑わい
が生まれることを心より期待しております。

永代通り側から見た建物低層階外観

　日本橋兜町に誕生した「キャプション by Hyatt 兜町
　東京」は、歴史ある金融街に新たな文化を融合させる
ライフスタイルホテルとして計画されました。近年、高
感度層からも注目される兜町の多彩な魅力をデザインに
落とし込み、エリア全体を楽しむ拠点となることを目指
しました。

　本計画では、国内の中高層ホテルとしては事例の少な
い木造ハイブリッド構造を採用。外周部に木の柱梁を採
用し、耐火性能や構造上の課題に応じて木質耐火部材と
現しの木部材を適材適所で使用しました。部材の使い分
けにより、柱の見附幅を統一し美しい木構造フレームを
実現しています。外周部の構造フレームはガラス越しに
ファサードの要素として映し出され、環境負荷の低減と
都市空間への木の魅力の発信を両立しています。
　また客室には木梁や製材型枠を取り入れ、宿泊者が木
の温もりとサステナブルな価値を体感できる設計としま
した。低層部外装には焼杉や壁面緑化を施し、重厚感の
ある兜町の街並みに柔らかな印象を添えています。さら
に１階には地域に開かれた「Talk Shop」を設け、街と
ホテルがつながる開放的な空間を創出しました。建物全
体が街の魅力を引き出し、新たな交流を育む場となるこ
とを期待しています。

三菱地所設計
建築設計四部
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